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暴
風
雨
圏
下
の
地
方
自
治

閑話休題

お
か
し
な
常
識
論
が
政
・
財
・

官
・
マ
ス
コ
ミ
界
を
罷
り
通
っ
て

い
る
。
森
総
理
の
退
陣
の
時
機
を

「
予
算
審
議
終
了
後
」
と
し
て
、

一
様
に
納
得
し
て
い
る
の
が
な
ん

と
も
珍
妙
な
光
景
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
政
変
の
条
件
と
し
て
「
予

算
審
議
終
了
後
」
が
何
度
も
使
わ
れ
た
の

は
事
実
で
あ
る
。
問
題
は
一
に
懸
っ

て
景
気
へ
の
影
響
を
配
慮
し
た
た
め

で
、
予
算
の
成
立
が
お
く
れ
た
た
め

景
気
の
足
を
引
っ
張
る
と
か
公
共
事

業
の
施
行
に
支
障
を
来
す
と
か
が
心
配
さ

れ
た
。

し
か
し
、
新
年
度
予
算
の
政
府
原
案
は

昨
年
度
に
く
ら
べ
る
と
、
あ
き
ら
か
に
景

気
刺
激
型
よ
り
も
財
政
再
建
型
で
あ
る
。

財
政
赤
字
の
大
き
さ
を
今
年
度
と
く
ら
べ

る
と
二
十
八
兆
円
と
前
年
度
よ
り
六
兆
五

千
億
円
小
さ
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
公
債

依
存
度
は
三
八
％
か
ら
三
五
％
へ
と
低
下

し
て
い
る
。
国
の
債
務
残
高
は
国
債
・
地

方
債
・
財
投
の
負
債
を
合
計
す
る
と
六
百

六
十
六
兆
円
に
な
り
、
過
日
、
宮
澤
財
務

相
が
「
中
期
見
通
し
」
の
提
出
を
渋
っ
た

の
も
二
〇
〇
四
年
の
公
債
依
存
度
が
四
一

％
に
達
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
予
測
を
も
と
に
新
年
度

予
算
が
財
政
再
建
型
へ
楫
を
切
り
か
え
た

こ
と
は
、
遅
か
れ
早
か
れ
一
度
は
突
入
し
、

突
破
せ
ざ
る
を
え
な
い
暴
風
雨
圏
内
に
日

本
丸
が
さ
し
か
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な

い
だ
ろ
う
か
。

財
政
再
建
は
地
方
自
治
体
の
遣
り
繰
り

に
大
き
な
動
揺
を
与
え
る
が
、
こ
こ
の
と

こ
ろ
は
歯
を
喰
い
縛
っ
て
「
地
方
自
治
」

の
た
め
に
役
立
つ
も
の
な
ら
、
な
ん
で
も

試
行
し
て
み
る
こ
と
だ
ろ
う
。

町
村
合
併
と
か
広
域
連
合
に
よ
る
事
業

運
営
な
ど
も
、
さ
ら
に
徹
底
化
も
し
く
は

合
理
化
を
進
め
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
い
ま
い
ち
ば
ん
元
気
の
あ
る
微
生
物

利
用
を
地
元
の
大
学
の
支
援
を
え
て
進
め

る
の
も
得
策
だ
と
思
う
。

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
が
、

京
都
府
八
木
町
で
は
役
場
の
幹
部
が

デ
ン
マ
ー
ク
や
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
れ
、

乳
牛
や
豚
の
出
す
糞
尿
を
微
生
物
に

食
べ
さ
せ
て
堆
肥
の
原
料
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
堆
肥
化
す
る
過
程
で
出
る
メ
タ
ン

ガ
ス
を
燃
や
し
て
発
電
、
一
日
二
千
五
百

�
ワ
ッ
ト
を
こ
の
春
か
ら
関
西
電
力
に
売

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
町
内
二
十
五
戸
の

畜
産
農
家
は
、
い
ま
や
�
福
の
神
�
な
の

で
あ
る
。

（
評
論
家

草
柳
大
蔵
）

冬の白樺湖（長野県）

（昭和２９年１月３０日
第三種郵便物認可）

（町村の購読料は会費
の中に含まれております）
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2.5％�54兆1,758億円� 1兆3,317億円�55兆5,075億円� 2.6％�歳入総額�

3.1％�52兆3,806億円� 1兆6,374億円�54兆  181億円� 1.9％�歳出総額�

増減率�平成10年度� 増減額�平成11年度� 前年度増減率�区　分�

（注）一部事務組合を含む（特に注記のない限り、以下同じ。）。�

２．決算規模�

３．決算収支�

平成11年度�平成10年度�平成11年度� 平成10年度�

2,280団体�▲ 81億円�911億円�単年度収支� 2,517団体�

22団体�
（―）�9,292億円�1兆  220億円�実質収支� 23団体�

（5団体）�

1,976団体�▲ 96億円�2,726億円�実質単年度収支� 2,456団体�

赤字の団体数�決算額�
区　分�

（注１）実質収支 ：歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額�
単年度収支 ：当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額�
実質単年度収支 ：単年度収支に、実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額及び地

方債の繰上償還額）を加え、赤字要素（財政調整基金の取崩し額）
を差し引いた額�

（注２）「実質収支」の欄の下段は、合併に伴う打ち切り決算が原因で赤字になった団体数（上段
とは別掲）である。�

平
成
十
一
年
度
市
町
村
決
算

（
普
通
会
計
）
に
つ
い
て

一

概

要

平
成
十
一
年
度
の
市
町
村
の
財
政
状
況

は
前
年
度
に
引
き
続
き
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

実
質
収
支
が
赤
字
の
団
体
は
、
二
二
市

町
村
と
な
っ
た
。

ま
た
、
人
件
費
の
伸
び
は
低
か
っ
た
も

の
の
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費

及
び
公
債
費
の
合
計
額
）
は
増
加
し
、
歳

出
総
額
に
占
め
る
割
合
も
前
年
度
と
同
率

の
四
二
・
四
％
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
地
方
債
現
在
高
の
増
等
に
よ

り
、
将
来
に
わ
た
る
実
質
的
な
財
政
負
担

は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
約
五
四
兆
円
で
、

そ
の
規
模
が
、
標
準
財
政
規
模
の
一
・
八

倍
と
な
っ
て
い
る
。

二

決
算
規
模

歳
入
、
歳
出
と
も
に
二
年
連
続
で
前
年

度
決
算
額
を
上
回
り
、
こ
れ
ま
で
（
昭
和

二
十
六
年
度
以
降
）
で
最
大
規
模
と
な
っ

た
。

三

決
算
収
支

�

実
質
収
支
は
前
年
度
に
引
き
続
き
黒

字
と
な
っ
た
。
ま
た
、
実
質
収
支
が
赤
字

の
団
体
は
、
二
二
団
体
で
あ
っ
た
。

�

単
年
度
収
支
は
三
年
ぶ
り
に
黒
字
と

な
っ
た
。
ま
た
、
赤
字
の
団
体
は
、
前
年

度
よ
り
二
三
七
団
体
減
少
の
二
、
二
八
〇

団
体
と
な
っ
た
。

�

実
質
単
年
度
収
支
は
、
二
年
ぶ
り
に

黒
字
に
転
じ
た
。
ま
た
、
赤
字
の
団
体
は
、

前
年
度
よ
り
四
八
〇
団
体
減
少
の
一
、
九

七
六
団
体
と
な
っ
た
。

四

歳

入

�

地
方
税

地
方
税
は
、
法
人
企
業
の
業
績
低
迷
や

恒
久
的
減
税
等
に
よ
り
市
町
村
民
税
等
が

減
収
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
二

年
連
続
し
て
前

年
度
決
算
額
を

下
回
っ
た
。

�

地
方
交
付

税
地
方
交
付
税

は
、
地
方
財
源

不
足
額
を
補
て

ん
し
た
こ
と
等

か
ら
、
前
年
度

決
算
額
を
上

回
っ
た
。

�

地
方
消
費

税
交
付
金
等
各

種
交
付
金

地
方
消
費
税

交
付
金
等
各
種

交
付
金
は
、
個

人
消
費
が
低
調

に
推
移
し
、
地

方
消
費
税
交
付

金
が
減
少
し
た

総
務
省
は
、
二
月
十
五
日
、
全
国
の
市
町
村（
東
京
二
十
三
区
と
一
部

事
務
組
合
を
含
む
）の
平
成
十
一
年
度
普
通
会
計
決
算
の
概
況
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
歳
入
総
額
は
前
年
度
比
二
・
五
％
増
の
五
五
兆
五
、

〇
七
五
億
円
、
歳
出
総
額
は
同
三
・
一
％
増
の
五
四
兆
一
八
一
億
円
と
な

り
、
二
年
連
続
で
前
年
度
決
算
額
を
上
回
り
、
決
算
規
模
も
昭
和
二
十
六

年
以
降
最
大
規
模
と
な
っ
た
。

歳
入
の
う
ち
地
方
税
が
法
人
企
業
の
業
績
低
迷
や
恒
久
的
減
税
の
実
施

に
よ
り
、
同
〇
・
五
％
減
の
一
八
兆
五
、
九
三
一
億
円
と
二
年
連
続
し
て

前
年
を
下
回
っ
た
。
地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
源
不
足
額
を
補
て
ん
し
た

こ
と
等
か
ら
同
一
〇
・
九
％
増
の
九
兆
七
、
三
一
九
億
円
と
増
加
し
た
こ

と
か
ら
、
一
般
財
源
全
体
で
は
四
・
二
％
増
の
三
一
兆
二
、
三
四
六
億
円

と
な
っ
た
。

歳
出
は
、
義
務
的
経
費
が
同
三
・
三
％
増
の
二
二
兆
九
、
三
〇
二
億
円
、

投
資
的
経
費
は
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度
決
算

額
を
下
回
っ
た
た
め
、同
七
・
一
％
減
の
一
二
兆
八
、一
一
八
億
円
と
な
っ
た
。

経
常
収
支
比
率
は
、
人
件
費
の
伸
び
率
の
低
下
等
に
よ
り
経
常
経
費
充

当
一
般
財
源
の
伸
び
率
が
低
か
っ
た
た
め
、
十
年
ぶ
り
に
低
下
し
、
同
一
・

四
ポ
イ
ン
ト
低
い
八
三
・
九
％
と
な
っ
た
。
公
債
費
負
担
比
率
は
、
同
〇
・

五
ポ
イ
ン
ト
高
い
一
六
・
三
％
と
な
り
九
年
連
続
し
て
上
昇
し
た
。

概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平平
成成
十十
一一
年年
度度
市市
町町
村村
決決
算算
のの
概概
況況

公
債
費
負
担
比
率
、
依
然
上
昇

政 策

２平成１３年３月５日町 村 週 報第２３４８号 （第三種郵便物認可）



４．歳入�

５．歳出�
™性質別歳出の状況�

™目的別歳出の状況�

増減率�増減額�構成比�決算額�構成比�決算額�

▲0.5▲91734.5186,84833.5185,931地方税� ▲3.1

2.51160.94,6660.94,782地方譲与税� ▲32.0

皆増�4,977―�―�0.94,977地方特例交付金� ―�

10.99,55916.287,76117.597,319地方交付税� 5.1

▲5.4▲1,1063.720,4413.519,337地方消費税交付金等各種交付金� 79.3

4.212,63055.3299,71656.3312,346小計（一般財源）� 1.7

16.49,11710.255,46511.664,582国庫支出金� 15.6

1.12714.825,8114.726,082都道府県支出金� 1.3

▲15.9▲10,42412.165,6209.955,196地方債� 1.3

1.81,72317.695,14617.596,869その他� 0.1

2.513,317100.0541,758100.0555,075歳入合計� 2.6

比　較�10年度�11年度�
区　分� 前年度�

増減率�

（注）国庫支出金には国有提供施設等所在市町村助成交付金を含む（11年度291億円、10年度291億円）。�

増減率�

3.3

0.4

6.3

6.3

▲7.1

▲7.8

▲2.9

▲10.2

11.5

3.1

17.9

3.1

増減額�

7,358

413

3,250

3,695

▲9,802

▲10,541

▲1,254

▲8,679

18,818

1,844

6,105

16,374

比　較�

構成比�

42.4

21.2

9.9

11.2

26.3

25.8

8.4

16.2

31.3

11.5

6.5

100.0

決算額�

221,944

111,106

51,912

58,926

137,920

135,098

43,811

84,787

163,942

60,128

34,011

523,806

10年度�

構成比�

42.4

20.6

10.2

11.6

23.7

23.1

7.9

14.1

33.9

11.5

7.4

100.0

決算額�

229,302

11,519

55,161

62,621

128,118

124,556

42,556

76,108

182,760

61,973

40,115

540,181

11年度�

義務的経費�

人件費�内
　
訳�

扶助費�

公債費�

投資的経費�

普建事業費�

�

補助�う
ち� 単独�

その他経費�

物件費�う
ち�

�

補助費等�

歳出合計�

区　分�

3.4

0.9

6.8

5.4

▲1.1

▲1.3

7.2

▲6.0

2.5

4.6

2.4

1.9

前年度�
増減率�

（単位：億円、％）�

（単位：億円、％）�

（単位：億円、％）�

増減率�増減額�構成比�決算額�構成比�決算額�

▲3.0▲1521.05,0620.94,911議会費� ▲0.5

5.93,69812.062,80812.366,507総務費� 0.0

14.916,02120.6107,74722.9123,768民生費� 6.2

0.63079.348,5619.048,867衛生費� 1.7

1.7350.42,0040.42,039労働費� ▲0.3

▲4.2▲1,0454.724,7234.423,677農林水産業費� ▲3.1

9.41,9003.920,1694.122,070商工費� 7.7

▲6.2▲6,68020.6107,82618.7101,147土木費� ▲0.3

▲1.5▲2623.317,4653.217,203消防費� 1.8

▲2.9▲1,84812.062,68811.360,840教育費� ▲1.4

6.23,69011.359,04511.662,735公債費� 5.4

12.47090.95,7081.26,418その他� ▲1.1

3.116,374100.0523,806100.0540,181歳出合計� 1.9

比　較�10年度�11年度�
区　分� 前年度�

増減率�

こ
と
等
か
ら
前
年
度
決
算
額
を
下
回
っ

た
。

�

一
般
財
源

一
般
財
源
は
、
地
方
税
及
び
地
方
消
費

税
交
付
金
が
減
少
し
た
も
の
の
、
地
方
特

例
交
付
金
が
創
設
さ
れ
る
と
と
も
に
地
方

交
付
税
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
前
年
度
決

算
額
を
上
回
っ
た
。
ま
た
、
歳
入
総
額
に

占
め
る
一
般
財
源
の
割
合
は
、
前
年
度
よ

り
一
・
〇
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
五
六
・
三

％
で
あ
っ

た
。

�

国
庫
支

出
金国

庫
支
出

金
は
、
国
の

補
正
予
算
に

よ
り
介
護
円

滑
導
入
臨
時

特
例
交
付

金
、
少
子
化

対
策
臨
時
特

例
交
付
金
が

追
加
計
上
さ

れ
た
こ
と
等

か
ら
、
前
年

度
決
算
額
を

上
回
っ
た
。

�

地
方
債

地
方
債

は
、
地
方
税

の
減
収
等
に

対
処
す
る
た

め
の
地
方
債

及
び
普
通
建

設
事
業
の
財

源
と
し
て
の

地
方
債
が
減
少
し
た
こ
と
等
か
ら
、
二
年

ぶ
り
に
前
年
度
決
算
額
を
下
回
っ
た
。

五

歳

出

（
性
質
別
）

�

義
務
的
経
費
は
、
人
件
費
、
扶
助
費

及
び
公
債
費
の
い
ず
れ
も
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
、
前
年
度
決
算
額
を
上
回
っ
た
。

な
お
、
職
員
給
の
減
少
等
に
よ
り
人
件
費

の
伸
び
率
は
昭
和
三
十
一
年
度
以
降
で
最

も
低
か
っ
た
。

�

投
資
的
経
費
は
、
そ
の
大
部
分
を
占

め
る
普
通
建
設
事
業
費
が
補
助
事
業
費
、

単
独
事
業
費
と
も
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

前
年
度
決
算
額
を
下
回
っ
た
。

�

そ
の
他
の
経
費
は
、
委
託
費
の
増
等

に
よ
る
物
件
費
の
増
加
、
前
年
度
の
緊
急

経
済
対
策
に
か
か
る
地
域
振
興
券
交
付
事

業
等
に
よ
る
補
助
費
等
の
増
加
に
よ
り
、

前
年
度
決
算
額
を
上
回
っ
た
。

（
目
的
別
）

�

民
生
費
、
商
工
費
、
公
債
費
等
が
前

年
度
決
算
額
を
上
回
っ
た
。
他
方
、
農
林

水
産
業
費
、
土
木
費
等
が
前
年
度
決
算
額

を
下
回
っ
た
。

六

財
政
構
造
の
弾
力
性

�

経
常
収
益
比
率
は
、前
年
度
よ
り
一
・

四
％
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
八
三
・
九
％
と
な

り
、
十
年
ぶ
り
に
低
下
し
た
。
こ
れ
は
、
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６．財政構造の弾力性�

７．将来にわたる実質的な財政負担�

10.9％�83.9％�平成11年度�
10.7％�85.3％�平成10年度�
0.2％�▲1.4％�差�

起債制限比率�経常収支比率��

（注）（　）内の数値は構成比である。（（2）においても同じ。）。�

™段階別市町村数�
（1）経常収支比率�

160�
（5.0）�

1,258�
（39.0）�

1,547�
（47.9）�

243�
（7.5）�

21�
（0.7）�

3,229�
（100.0）�平成11年度�

144�
（4.5）�

1,172�
（36.3）�

1,601�
（49.5）�

284�
（8.8）�

31�
（1.0）�

3,232�
（100.0）�平成10年度�

70％未満�
　�

70％以上�
80％未満�

80％以上�
90％未満�

90％以上�
100％未満�

100％以上�
　� 合　計�

�

（注）団体数はいずれも特別区及び一部事務組合を除く。�

（注）（　）内の数字は、介護保険円滑導入及び少子化対策に係る基金を除いた金額及び比率である。�

（2）起債制限比率�

176�
（5.5）�

1,503�
（46.5）�

1,453�
（45.0）�

94�
（2.9）�

3�
（0.1）�

3,229�
（100.0）�平成11年度�

160�
（5.0）�

1,494�
（46.2）�

1,489�
（46.1）�

86�
（2.7）�

3�
（0.1）�

3,232�
（100.0）�平成10年度�

5％未満�
　�

　5％以上�
10％未満�

10％以上�
15％未満�

15％以上�
20％未満�

20％以上�
　� 合　計�

�

（注）（　）内の数字は、構成比である。�

（3）公債費負担比率の段階別団体数の状況�

26�
（0.8）�

272�
（8.4）�

926�
（28.7）�

1,142�
（35.4）�

863�
（26.7）�

3,229�
（100.0）�平成11年度�

28�
（0.9）�

288�
（8.9）�

977�
（30.2）�

1,173�
（36.3）�

766�
（23.7）�

3,232�
（100.0）�平成10年度�

5％未満�
　�

　5％以上�
10％未満�

10％以上�
15％未満�

15％以上�
20％未満�

20％以上�
　� 合　計�

�

（注）（　）内の数字は団体数である。比率は、加重平均である。。�

（4）財政力指数の段階別公債費負担比率の状況�

19.3�
（26）�

17.2�
（123）�

16.2�
（461）�

12.1�
（61）�

15.8�
（671）�

大 都 市、�
中 核 市 �
及び都市�

19.9�
（1,395）�

15.5�
（702）�

13.1�
（415）�

8.2�
（46）�

16.5�
（2,558）�町　　　村�

0.3未満�
の団体�

0.3以上�
0.5未満�
の団体�

0.5以上�
1.0未満�
の団体�

1.0以上�
の団体� 合　計�

�

2.4％�
▲6.9％�

▲1.5％�

�

▲0.1％�
（1.6％）�

11,8％�
（▲2.2％）�

3.6％�

7.8％�
（▲0.6％）�

増減率�
56兆9,219億円�
8兆1,211億円�

1兆5,012億円�

183.2％�
　�

54兆4,719億円�
　�

6兆2,972億円�
　�

2兆7,727億円�

10兆5,710億円�
　�

平成10年度�
地方債現在高　　Ａ� 58兆2,685億円�
債務負担行為額　Ｂ� 7兆5,585億円�

減債基金� 1兆4,781億円�

対標準財政規模� 183.2％�
（186.2％）�

Ａ＋Ｂ－Ｃ� 54兆4,329億円�
（55兆3,168億円）�

その他特定目的基金� 7兆  424億円�（6兆1,584億円）�

財政調整基金�内
　
　
訳�

2兆8,736億円�

積立金現在高　　Ｃ� 11兆3,941億円�
（10兆5,102億円）�

区　分� 平成11年度�
1兆3,466億円�
▲5,625億円�

▲230億円�

�

▲390億円�
（8,449億円）�

7,451億円�
（▲1,388億円）�

1,009億円�

8,230億円�
（▲609億円）�

増減額�
5.2％�
▲4.6％�

▲6.6％�

�

5.5％�
　�

▲3.4％�
　�

▲2.9％�

▲3.7％�

前年度増

（注１）いずれも加重平均である。�
（注２）経常収支比率は特別区及び一部事務組合

を除き、起債制限比率は特別区を含み一
部事務組合を除く。�

人
件
費
の
伸
び
率
の
低
下
等
に
よ
り
経
常

経
費
充
当
一
般
財
源
の
伸
び
率
が
低
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。

�

起
債
制
限
比
率
は
、前
年
度
よ
り
〇
・

二
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
一
〇
・
九
％
と
な

り
、
八
年
連
続
し
て
、
公
債
費
負
担
比
率

は
、
前
年
度
よ
り
〇
・
五
％
ポ
イ
ン
ト
上

昇
の
一
六
・
三
％
と
な
り
、
九
年
連
続
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
た
。

七

将
来
に
わ
た
る
実
質
的
な
財
政
負
担

�

地
方
債
現
在
高
は
、
前
年

度
末
と
比
べ
二
・
四
％
増
加
し
、

約
五
八
兆
円
と
な
っ
た
。

�

積
立
金
現
在
高
は
、
前
年

度
末
と
比
べ
、
八
、
二
三
〇
億

円
（
七
・
八
％
）
増
の
一
一
兆

三
、
九
四
一
億
円
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
現
在
高
に
は
、

介
護
保
険
円
滑
導
入
及
び
少
子

化
対
策
に
係
る
基
金
の
現
在
高

八
、
八
三
九
億
円
が
含
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
除
く
と
、
積
立

金
現
在
高
は
、
前
年
度
末
と
比

べ
六
〇
九
億
円
（
〇
・
六
％
）
の
減
少
と

な
る
。

�

将
来
に
わ
た
る
実
質
的
な
財
政
負
担

は
、
前
年
度
末
と
ほ
ぼ
同
じ
約
五
四
億
円

と
な
っ
た
。
ま
た
、
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
も
、
前
年
度
末
と
同
率
の
一
八

三
・
二
％
と
な
っ
た
。

（
注
一
）
介
護
保
険
円
滑
導
入
及
び
少
子

化
対
策
に
係
る
基
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平

成
十
一
年
度
の
国
の
補
正
予
算
措
置
に
よ

り
新
た
に
市
町
村
に
造
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
原
則
と
し
て
、
平
成
十
三
年
度
末

ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
達
成
し
、
解

散
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

（
注
二
）
将
来
に
わ
た
る
実
質
的
な
財
政

負
担
と
は
、
地
方
債
現
在
高
に
債
務
負
担

行
為
に
基
づ
く
翌
年
度
以
降
支
出
予
定
額

（
債
務
負
担
行
為
額
）
を
加
え
、
積
立
金

現
在
高
を
差
し
引
い
た
額
で
あ
る
。

（
注
三
）
標
準
財
政
規
模
と
は
、
地
方
公

共
団
体
の
標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模

を
示
す
も
の
で
、
標
準
税
収
入
額
等
に
普

通
交
付
税
を
加
算
し
た
額
で
あ
る
。

政 策
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市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
に
つ
い
て
申
し
入
れ

全

国

町

村

会

全
国
町
村
会
は
二
月
二
十
二
日
常
任
理
事
会
を
開

催
し
、政
府
が
今
国
会
に
提
出
を
予
定
し
て
い
る「
地

方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
に
つ
い

て
協
議
し
、
市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
事
項
の
住

民
投
票
制
度
の
導
入
に
関
し
、
総
務
省
に
対
し
て
三

点
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
ま
ず
、
芳
山
達
郎
総
務
省

自
治
行
政
局
長
か
ら
改
正
法
案
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
聴
取
し
た
。
こ
の
中
で
市
町
村
合
併
特
例
法
の

一
部
改
正
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な

説
明
が
あ
っ
た
。

一
、
合
併
協
議
会
に
係
る
住
民
発
議
制
度
の
拡
充
と

住
民
投
票
制
度
の
導
入

�
合
併
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
の
住
民
投
票
制
度
の

導
入
（
十
分
の
一
以
上
の
署
名
に
よ
る
直
接
請
求
）

�
合
併
協
議
会
設
置
協
議
に
つ
い
て
の
議
会
審
議
に

お
け
る
請
求
代
表
者
又
は
同
一
請
求
代
表
者
へ
の
意

見
陳
述
機
会
の
保
障

�
請
求
代
表
者
又
は
同
一
請
求
代
表
者
の
合
併
協
議

会
へ
の
参
加

�
住
民
発
議
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
合
併
協
議
会
に
お

け
る
市
町
村
建
設
計
画
の
作
成
等
の
状
況
の
通
知
・

公
表

二
、
税
制
上
の
特
例
措
置
の
拡
充

�
不
均
一
課
税
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
延
長

（
三
年→

五
年
）
と
同
期
間
に
お
け
る
課
税
免
除
の

特
例
の
創
設

�
事
業
所
税
の
課
税
団
体
の
指
定
の
延
期
（
最
長
五

年
）

三
、
そ
の
他

�
流
域
下
水
道
に
関
す
る
特
例

�
一
部
事
務
組
合
等
に
関
す
る
特
例

総
務
省
か
ら
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
こ
れ
ら
の

内
容
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
各
委
員
か
ら
は
、
住
民

投
票
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
議
会
制
民
主
主
義
と

の
整
合
性
の
問
題
や
一
般
的
な
事
項
へ
の
波
及
の
懸

念
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
を
市
町
村
合
併
特
例
法
の

中
で
限
定
的
に
導
入
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
住
民
投
票
を
求
め

る
署
名
要
件
と
さ
れ
て
い
る
十
分
の
一
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
請
求
代
表
者
等
の
合
併
協
議
会
へ
の
参
加

に
つ
い
て
も
、
公
平
な
協
議
を
確
保
す
る
な
ど
の
観

点
か
ら
、
そ
の
参
加
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
す

る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
集
約
し
本
会
と
し

て
次
の
三
点
を
取
り
ま
と
め
、
法
改
正
作
業
に
あ

た
っ
て
い
る
総
務
省
に
対
し
山
本
文
男
会
長
か
ら
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。

地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関

係
）
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
を
申
し
入
れ
る
。

一

住
民
投
票
等
の
実
施
を
求
め
る
場
合
の
実
施
請

求
署
名
に
つ
い
て
、
十
分
の
一
を
六
分
の
一
〜
五
分

の
一
に
す
る
こ
と
。

二

住
民
投
票
制
度
が
一
般
事
項
へ
波
及
し
な
い
よ

う
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

請
求
代
表
者
の
合
併
協
議
会
へ
の
参
加
を
さ
せ

な
い
こ
と
。

平
成
十
三
年
二
月
二
十
二
日

全

国

町

村

会

健
康
福
祉
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
塾
塾
生
募
集
中

�
地
域
社
会
振
興
財
団
で
は
、
今
年
度
に
引
き
続
き
左
記

の
要
領
で「
平
成
十
三
年
度
健
康
福
祉
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
塾
」

を
開
講
い
た
し
ま
す
。

記

一

目
的

二
十
一
世
紀
を
担
う
市
（
区
）
町
村
職
員
に
不
可
欠
な
保

健
・
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
と
知
識
、
企
画
立

案
能
力
、
同
じ
く
医
師
に
お
い
て
は
住
民
の
要
望
、
自
治
体

の
財
政
状
況
を
理
解
し
、
保
健
・
福
祉
の
行
政
サ
イ
ド
と
協

力
す
る
調
整
能
力
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
質
の
高
い
健
康
福
祉
先
進
地
域
を
作
る
能
力
獲
得
を
目

指
す
。

二

期
間

平
成
十
三
年
七
月
十
日
（
火
）
〜
七
月
二
十
七
日
（
金
）

三

会
場

自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー
（
栃
木
県

南
河
内
町
）

四

募
集
定
員

三
十
名

五

応
募
資
格

�
市
（
区
）
町
村
等
職
員
で
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
に

関
す
る
企
画
・
立
案
に
携
わ
っ
て
い
る
方
。

�
保
健
・
福
祉
の
重
要
性
を
認
識
し
地
域
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
医
師
。

六

応
募
方
法

各
市
（
区
）
町
村
に
既
に
送
付
し
た
「
募
集
案
内
」
中
の

参
加
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
当
財
団
宛
郵
送
。

七

応
募
期
限

平
成
十
三
年
四
月
三
十
日
（
月
）

八

参
加
経
費

宿
泊
費
、
受
講
料
等
は
、
当
財
団
が
負
担
。
往
復
の
交
通

費
及
び
食
事
代
は
、
参
加
者
の
所
属
機
関
の
負
担
。

九

申
込
及
び
問
合
せ
先

�
地
域
社
会
振
興
財
団

総
務
課

〒
三
二
九
ー
〇
四
九
八

栃
木
県
河
内
郡
南
河
内
町
薬
師
寺
三
三
一
一
―
一
六
〇

�

〇
二
八
五
―
五
八
―
七
四
三
五

�

〇
二
八
五
―
四
四
―
七
八
三
九

詳
細
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
末
に
送
付
済
み
の
「
募
集

案
内
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。
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は
じ
め
に

松
井
田
町
は
、
群
馬
県
の
西
部
に
位

う
す
い

置
し
、
碓
氷
峠
を
境
に
長
野
県
軽
井
沢

町
と
接
し
て
い
ま
す
。
町
域
は
一
七
五

�
で
、
東
西
に
一
七
�
、
南
北
に
一
五

�
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
面
積

の
八
〇
％
が
森
林
で
、
耕
地
一
〇
％
、

宅
地
が
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
標
高

の
最
低
は
一
八
三
�
、
最
高
は
一
、
六

〇
二
�
で
、
町
域
の
西
部
は
、
上
信
越

国
立
公
園
と
妙
義
荒
船
佐
久
国
定
公
園

に
属
し
て
お
り
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
地
域
と
い
え
ま
す
。人
口
は
約
一
八
、

〇
〇
〇
人
で
、
過
疎
化
が
進
行
し
高
齢

化
率
が
二
四
％
台
に
達
し
て
い
る
典
型

的
な
中
山
間
の
町
と
い
え
ま
す
。

碓
氷
峠
の
道
に
つ
い
て

碓
氷
峠
を
擁
す
る
松
井
田
町
は
、
古

く
は
万
葉
集
に
歌
わ
れ
、中
世
東
山
道
、

近
世
中
山
道
の
伝
馬
・
宿
場
町
と
し
て

栄
え
、
特
に
中
山
道
期
に
あ
っ
て
は
、

箱
根
の
関
所
と
並
ぶ
「
碓
氷
関
所
」
が

設
置
さ
れ
、
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
関

東
の
西
の
要
と
し
て
、「
入
り
鉄
砲
に

出
女
」
を
監
視
し
た
重
要
な
役
割
を

担
っ
た
地
域
で
あ
り
ま
し
た
。

近
代
に
入
っ
て
か
ら
、
一
級
国
道
十

八
号
線
の
前
身
で
あ
る
碓
氷
新
道
が
明

治
十
七
年
に
開
削
さ
れ
、
明
治
二
十
六

年
に
は
、
最
後
に
残
さ
れ
て
い
た
信
越

本
線
最
大
の
難
工
事
で
あ
っ
た
横
川
・

軽
井
沢
駅
間
の
線
路
敷
設
が
完
了
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
太
平
洋
と
日
本
海
を
結

ぶ
信
越
本
線
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

時
代
は
下
が
り
、
平
成
四
年
に
は
上
信

越
自
動
車
道
の
開
通
に
伴
い
、
町
内
二

カ
所
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
九
年
に
は
北
陸
新
幹
線
の
東

京
・
長
野
駅
間
が
開
通
し
、
最
寄
り
駅

は
隣
接
す
る
安
中
市
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
町
内
を
ト
ン
ネ
ル
で
横
断
し
、

碓
氷
峠
を
越
え
て
軽
井
沢
駅
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
松
井
田

町
に
は
全
て
の
陸
路
交
通
が
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
地

で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

高
速
交
通
化
の
影
響

信
越
本
線
横
川
・
軽
井
沢
駅
間
が
、

明
治
二
十
六
年
に
開
通
し
た
こ
と
は
先

述
し
ま
し
た
。
こ
の
路
線
は
日
本
で
最

も
勾
配
の
き
つ
い
路
線
（
六
十
六
・
七

パ
ー
ミ
ル
。
一
、
〇
〇
〇
�
で
六
六
・

七
�
登
る
）
で
、
通
常
の
運
行
方
法
で

平成11年度 地域づくり自治大臣表彰

うす い

碓氷峠に汽笛再び

松
井
田
町
と
妙
義
山

活力のあるまちづくり・産業経済部門

群群馬馬県県
まつ い だ まち

松松井井田田町町

現現地地レレポポーートト

前橋市
�

�
松井田町

群馬県

フォーラム
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あ
る「
粘
着
運
転
」で
は
走
行
で
き
ず
、

「
ア
プ
ト
式
」
と
い
わ
れ
る
特
殊
な
牽

引
方
法
で
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
ア
プ
ト

式
と
は
、通
常
の
レ
ー
ル
の
間
に「
ラ
ッ

ク
レ
ー
ル
」
と
い
う
歯
形
の
レ
ー
ル
を

敷
設
し
て
、
機
関
車
に
搭
載
し
た
歯
車

を
こ
の
レ
ー
ル
と
か
み
合
わ
せ
て
推
進

力
並
び
に
ブ
レ
ー
キ
力
を
確
保
す
る
方

法
で
、
現
在
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
登
山

鉄
道
で
採
用
さ
れ
て
い
る
方
式
で
す
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の

高
度
成
長
に
伴
い
、
輸
送
量
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
信
越
線
横
川
・
軽
井

沢
間
の
輸
送
力
の
強
化
が
急
務
と
な

り
、
開
通
か
ら
七
十
年
間
続
い
た
こ
の

方
式
も
終
焉
を
迎
え
、
こ
れ
に
変
わ
っ

た
の
が
昭
和
三
十
八
年
か
ら
の
、
Ｅ
Ｆ

６３
形
機
関
車
に
よ
る
粘
着
運
転
に
よ

る
、
運
行
開
始
で
し
た
。
こ
の
機
関
車

は
、
六
六
・
七
パ
ー
ミ
ル
と
い
う
勾
配

は
そ
の
ま
ま
で
、
当
時
の
鉄
道
技
術
の

粋
を
集
め
て
作
成
さ
れ
た
碓
氷
峠
越
え

専
用
の
機
関
車
で
、「
峠
の
シ
ェ
ル
パ
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
Ｅ

Ｆ
６３
形
機
関
車
の
登
場
は
、
複
線
化
工

事
と
相
ま
っ
て
、
高
速
大
量
輸
送
を
可

能
に
し
、
大
量
の
貨
客
輸
送
に
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。

町
内
の
横
川
地
域
は
、
碓
氷
峠
越
え

の
機
関
車
基
地
と
し
て
、
ア
プ
ト
式
の

時
代
か
ら
鉄
道
と
共
に
歩
ん
で
き
た
場

所
で
、
鉄
道
従
事
者
の
居
住
地
域
と
し

て
、
ま
た
「
峠
の
釜
め
し
」
で
有
名
な

駅
弁
等
の
関
連
産
業
に
よ
り
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
に
入
り
自
動
車
通
行

の
増
加
に
よ
り
、
国
道
十
八
号
線
の
バ

イ
パ
ス
工
事
が
行
わ
れ
、
昭
和
四
十
六

年
に
「
碓
氷
バ
イ
パ
ス
」
が
開
通
と
な

り
、
旧
十
八
号
線
碓
氷
峠
の
麓
で
休
憩

を
と
っ
て
い
た
多
く
の
車
輛
が
こ
の
バ

イ
パ
ス
利
用
に
移
行
し
、
地
域
経
済
活

力
の
低
下
が
起
こ
り
始
め
ま
し
た
。
更

に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
増
加
し
、
信
越
線

横
川
・
軽
井
沢
駅
間
の
貨
物
輸
送
が
廃

止
と
な
り
、
鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境
も

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
変
化
の
中
、
更
に
町
の
活
力
低

下
の
危
機
感
を
募
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
が
、
高
速
自
動
車
道
の
開
通
に
よ

る
、
通
過
者
の
増
加
に
よ
る
立
ち
寄
り

客
の
減
少
で
あ
り
、
北
陸
新
幹
線
開
通

に
よ
る
信
越
線
横
川
・
軽
井
沢
駅
間
の

廃
止
決
定
で
あ
り
ま
し
た
。

鉄
道
で
栄
え
た
町
の
鉄
道
に

よ
る
回
生

新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
、
碓
氷
峠
の

鉄
路
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
高
速
道
路
の
開
通
に
よ
る
立
ち
寄

り
客
の
減
少
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

地
域
に
活
力
と
自
信
を
取
り
戻
す
た
め

の
施
策
の
実
施
が
行
政
の
重
要
な
課
題

と
な
り
、
様
々
な
検
討
を
経
て
、
今
回

栄
え
あ
る
自
治
大
臣
表
彰
を
賜
る
結
果

と
な
っ
た
「
碓
氷
峠
鉄
道
文
化
む
ら
」

を
含
む
、
碓
氷
峠
地
域
の
活
性
化
計
画

の
着
手
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
碓
氷
峠
を
含
む
町
の

西
部
を
四
つ
の
区
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
整
備
を
進
め
る

も
の
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
廃
線

後
の
横
川
駅
構
内
跡
地
を
活
用
し
た
鉄

道
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
建
設
で
あ
り
ま
し

た
。廃

止
ま
で
百
四
年
の
時
間
を
刻
ん
だ

碓
氷
峠
の
鉄
路
は
、
特
殊
路
線
で
あ
っ

た
た
め
に
様
々
な
歴
史
的
資
産
を
残
し

て
い
ま
す
。

日
本
最
急
勾
配
線
区
で
あ
っ
た
こ

と
、
幹
線
鉄
道
で
唯
一
の
ア
プ
ト
式
で

あ
っ
た
こ
と
、
幹
線
鉄
道
と
し
て
日
本

で
最
初
の
電
化
区
間
で
あ
っ
た
こ
と
、

ア
プ
ト
式
廃
止
後
も
専
用
機
関
車
に
よ

る
運
行
線
区
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
。

さ
ら
に
は
残
存
す
る
ア
プ
ト
式
廃
線

敷
の
レ
ン
ガ
造
り
鉄
道
構
造
物
群
が
、

平
成
四
年
に
近
代
化
遺
産
と
し
て
、
初

の
国
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
た
こ
と

も
、
整
備
に
着
手
す
る
上
で
幸
い
し
ま

し
た
。碓

氷
峠
鉄
道
文
化
む
ら

碓
氷
峠
鉄
道
文
化
む
ら
は
、
横
川
駅

以
西
の
不
必
要
と
な
っ
た
鉄
道
用
地
約

五
�
を
取
得
し
、
碓
氷
峠
の
鉄
道
資
料

は
も
と
よ
り
、
日
本
各
地
で
活
躍
し
た

鉄
道
車
輛
二
十
六
両
を
往
年
の
姿
に
修

復
し
て
屋
外
展
示
し
、
一
部
の
車
輛
で

は
運
転
台
に
入
る
こ
と
が
可
能
で
、
本

物
の
質
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
ほ
か
に
園
内
八
〇
〇
�
を
一
周

す
る
、
英
国
製
蒸
気
機
関
車
が
牽
引
す

「
ラ
ッ
ク
レ
ー
ル
」
と
い
う
歯
形
の
レ
ー
ル

英
国
２
フ
ィ
ー
ド
ゲ
ー
ジ
製
蒸
気
機
関
車

（第三種郵便物認可） 第２３４８号町 村 週 報
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代理店�

る
二
フ
ィ
ー
ト
ゲ
ー
ジ
列
車
や
、
一
周

三
〇
〇
ｍ
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
へ
の
乗
車
が
で

き
ま
す
。

碓
氷
峠
越
え
の
専
用
機
関
車
Ｅ
Ｆ
６３

形
の
運
転
台
を
改
修
し
た
運
転
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
制
作
し
て
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ア
プ
ト
式
時
代
の
機
関

車
の
決
定
版
と
い
わ
れ
、
準
鉄
道
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｄ
４２
形
機
関

車
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
借
り
受
け
て
展

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
資
料
館

一
階
に
は
、
大
規
模
な
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ

を
設
置
し
、
碓
氷
峠
越
え
の
機
関
車
の

ほ
か
、
日
本
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
車

輛
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
階
の

鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
碓
氷
峠
越

え
の
歴
史
を
開
通
か
ら
廃
止
ま
で
を
、

当
時
の
写
真
や
寄
贈
さ
れ
た
物
品
で
構

成
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
文
化
む
ら
で
最
も
特
徴
あ
る
事

業
と
し
て
は
、
鉄
路
廃
止
ま
で
現
役
機

関
車
と
し
て
活
躍
し
た
、
Ｅ
Ｆ
６３
形
機

関
車
を
実
際
に
運
転
で
き
る
体
験
事
業

の
実
施
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
基
礎
講
習
を
聴
講

し
、
運
転
指
導
員
の
立
ち
会

い
の
も
と
、
体
験
線
三
〇
〇

�
の
往
復
運
転
を
行
う
も
の

で
、
運
転
回
数
五
〇
回
で
、

鉄
道
文
化
む
ら
が
「
本
務
機

関
士
」
と
し
て
認
証
す
る
も

の
で
す
。
現
在
、
実
物
の
機

関
車
の
運
転
体
験
が
行
え
る
鉄
道
テ
ー

マ
パ
ー
ク
は
日
本
に
な
く
、
鉄
道
フ
ァ

ン
の
垂
涎
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

碓
氷
峠
鉄
道
文
化
む
ら
は
、
平
成
十

一
年
四
月
に
開
園
し
、
当
初
の
入
り
込

み
客
目
標
を
十
万
人
に
設
定
し
ま
し
た

が
、
一
年
間
で
三
十
万
人
の
来
場
者
を

数
え
ま
し
た
。
当
初
、「
鉄
道
」
と
い

う
い
わ
ば
専
門
的
な
分
野
故
に
、
来
場

者
が
鉄
道
フ
ァ
ン
に
偏
向
す
る
の
で
は

と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
む
し

ろ
鉄
道
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
身
近

な
存
在
で
あ
り
、
各
年
代
、
各
層
に
支

持
さ
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
が
成

功
の
要
因
で
あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま

す
。鉄

道
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
町
で
す

の
で
、
町
内
に
鉄
道
関
係
者
も
多
く
、

蓄
積
さ
れ
た
経
験
と
才
能
の
顕
在
化

と
、
こ
れ
ら
の
方
々
に
活
躍
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
鉄
道
文
化
む
ら
内
に
鉄

道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
、
来
場
者

と
の
交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
多
く
は
、
そ
の
後

の
維
持
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
入
り
込

み
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
性
格
を
持
ち

ま
す
。
特
に
当
町
に
お
け
る
鉄
道
と
い

う
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の

ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施
設
の
ほ
か
整
備

を
進
め
て
い
る
町
内
各
施
設
と
の
連
携

を
図
り
、
相
乗
的
な
効
果
を
い
か
に
し

て
高
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
つ
な

げ
て
行
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
い

え
ま
す
。

（
松
井
田
町
企
画
課

碓
氷
峠
の
森
公
園

交
流
館
施
設
開
設
準
備
係

主
任

高
橋
信
秀

）

日
本
各
地
で
活
躍
し
た
鉄
道
車
輌

Ｅ
Ｆ
６３
形
機
関
車
運
転
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
運
転
席

フォーラム
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「
あ
っ
た
か
一
声

パ
ー
ト
ナ
ー
」制
度
実
施

宮

城

県

岩
出
山
町

町
は
、
郵
便
局
と
連
携
し
て
、
七

十
五
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に

「
あ
っ
た
か
一
声
パ
ー
ト
ナ
ー
」
制

度
を
実
施
し
て
お
り
、
郵
便
局
員
が

配
達
業
務
の
傍
ら
高
齢
者
世
帯
を
一

か
月
に
一
度
の
割
合
で
訪
問
し
、
町

が
作
成
し
た
健
康
状
態
や
困
っ
た
こ

と
を
記
入
す
る
往
復
は
が
き
の
手
渡

し
や
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

冬
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
の

環
境
づ
く
り
条
例
を
施
行

秋
田
県

矢
島
町

豪
雪
地
帯
で
あ
る
町
は
、
除
雪
を

適
切
に
行
っ
て
冬
季
を
快
適
に
過
ご

す
た
め
、
町
民
の
除
雪
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い

に
、
町
が
除
雪
を
実
施
す
る
と
規
定

し
た
上
で
「
町
民
等
は
除
雪
等
の
実

施
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
明
記
し
た
「
矢
島
町
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
条
例
」
を
施
行
し
た
。

緊
急
避
難
時
の
心
得
等

記
載
の
地
図
を
作
成
配
布

福

島

県

猪
苗
代
町

昨
夏
に
観
測
史
上
初
め
て
臨
時
火

山
情
報
が
出
さ
れ
る
な
ど
磐
梯
山
の

火
山
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
町
で

は
、
万
一
に
備
え
て
、
緊
急
避
難
場

所
や
避
難
施
設
の
名
称
、
磐
梯
山
の

状
況
、
情
報
伝
達
方
法
、
避
難
時
の

携
行
品
や
心
得
な
ど
を
記
載
し
た
Ａ

３
判
の
地
図
を
作
成
し
、
全
世
帯
五

千
三
百
戸
に
配
布
し
て
い
る
。

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明

の
自
動
交
付
機
を
設
置

栃

木

県

南
河
内
町

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
町
は
役
場
窓
口
が
閉

ま
っ
て
い
る
土
・
日
曜
日
に
も
住
民

票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
証
の
交

付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
年
末
年
始

と
月
曜
・
祝
日
な
ど
を
除
き
開
館
し

て
い
る
町
内
緑
地
区
の
児
童
館
に
、

住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
の
自
動
交

付
機
を
設
置
し
て
い
る
。

四
町
の
連
携
で
文
化
事
業

の
低
廉
化
を
図
る

群

馬

県

大
泉
町
外
三
町

大
泉
町
文
化
む
ら
、笠
懸
野
文
化

ホ
ー
ル
、境
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、

新
田
町
文
化
会
館
の
四
つ
の
町
立

ホ
ー
ル
は
、出
演
料
や
宣
伝
費
な
ど

の
経
費
を
節
減
し
て
効
率
的
な
ホ
ー

ル
運
営
に
務
め
、低
料
金
で
住
民
に

芸
術
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
共
同
で
企
画

す
る
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

戸
籍
事
務
の
電
算
化
で

効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

埼

玉

県

毛
呂
山
町

一
九
九
九
年
十
月
か
ら
戸
籍
事
務

の
電
算
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
町

は
、
完
全
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
を
実

現
し
、
こ
れ
ま
で
戸
籍
届
け
出
か
ら

証
明
発
行
ま
で
七
〜
十
日
か
か
っ
て

い
た
事
務
を
二
、
三
日
程
度
に
短
縮

す
る
な
ど
、
戸
籍
事
務
効
率
化
と
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
た
。

特
典
つ
き
の
入
浴
手
形
で

四
つ
の
温
泉
め
ぐ
り

山
梨
県

牧
丘
町

町
内
に
町
営
二
施
設
、民
営
二
施

設
の
四
つ
の
温
泉
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
る
町
は
、四
施
設
連
携
し
て
集

客
の
相
乗
効
果
を
図
っ
て
い
こ
う

と
、四
施
設
を
巡
る
と
気
に
入
っ
た

一
施
設
が
も
う
一
度
利
用
で
き
る
な

ど
の
特
典
が
付
い
た
木
製
の
入
浴
手

形
を
一
枚
二
千
円
で
販
売
し
て
い
る
。

週
三
回
の
無
料「
生
活
バ
ス
」

を
試
行
的
に
運
行

石
川
県

中
島
町

中
心
部
か
ら
離
れ
た
集
落
が
多
い

上
、
公
共
交
通
機
関
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
町
で
は
、
町
民
の
足
を
確
保

す
る
た
め
町
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

二
台
を
使
っ
て
月
・
水
・
金
の
週
三

日
運
行
す
る
無
料
の
「
生
活
バ
ス
」

を
試
行
的
に
走
ら
せ
て
お
り
、
今
後

利
用
者
の
意
見
な
ど
も
参
考
に
運
行

の
継
続
化
を
予
定
し
て
い
る
。

一
部
の
低
所
得
者
に

「
介
護
支
援
福
祉
金
」を
支
給

岐
阜
県

笠
松
町

町
は
、介
護
保
険
料
徴
収
に
伴
い
、

一
部
低
所
得
者
に
対
す
る
救
済
策
の

一
環
と
し
て
、
町
内
の
六
十
五
歳
以

上
（
第
一
号
被
保
険
者
）
の
低
所
得

者
の
一
部
を
対
象
に
、
介
護
保
険
料

の
減
免
と
い
う
形
で
は
な
く
、
別
の

枠
組
み
で
介
護
保
険
料
と
同
額
の

「
介
護
支
援
福
祉
金
」
を
支
給
し
て

い
く
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

「
公
共
エ
リ
ア
の
里
親
制
度
」

で
美
化
活
動
を
推
進

大
阪
府

岬

町

道
路
や
公
園
な
ど
公
共
施
設
の
清

掃
・
管
理
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
住
民

に
任
せ
る
「
公
共
エ
リ
ア
の
里
親
制

度
」
を
導
入
し
た
町
で
は
、「
長
松

自
然
海
浜
地
域
」
を
モ
デ
ル
地
域
に

週
一
回
程
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
美
化
活
動
を
進
め
て
お
り
、
二
〇

〇
一
年
度
か
ら
は
対
象
地
域
を
拡
大

し
て
い
く
。

「
神
石
高
原
ま
る
ご
と
市
場
」

を
福
山
市
に
オ
ー
プ
ン

広

島

県

神
石
町
外

神
石
町
、
油
木
町
、
三
和
町
、
豊

松
村
の
神
石
郡
四
町
村
は
、
郡
内
小

規
模
農
家
が
作
っ
た
農
作
物
の
販
売

先
の
確
保
と
観
光
Ｐ
Ｒ
を
ね
ら
い

に
、
四
町
村
や
農
協
等
が
出
資
し
た

神
石
高
原
直
売
公
社
が
運
営
す
る

「
神
石
高
原
ま
る
ご
と
市
場
」を
広
島

県
福
山
市
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、特
産

品
や
農
産
物
等
を
販
売
し
て
い
る
。

森
林
保
全
や
林
業
振
興
策
等

の
基
本
条
例
を
制
定

高
知
県

檮
原
町

森
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
町
は
、
木

材
や
林
産
物
を
供
給
す
る
経
済
的
機

能
に
加
え
、
水
源
涵
養
や
国
土
・
自

然
環
境
保
全
、
文
化
や
教
育
へ
の
寄

与
、
景
観
形
成
な
ど
、
森
林
が
有
す

る
多
様
な
機
能
を
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
森
林
保
全
や
林
業
振
興
策
の
理

念
や
方
向
な
ど
を
規
定
し
た
「
町
森

林
づ
く
り
基
本
条
例
」を
制
定
し
た
。

歯
科
医
院
と
併
設
の

図
書
館
オ
ー
プ
ン

宮
崎
県

北
方
町

書
店
や
図
書
館
が
な
か
っ
た
町

は
、
三
月
の
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
、

一
階
は
駐
車
場
、
二
階
は
図
書
館
と

町
内
で
唯
一
開
業
し
て
い
る
歯
科
医

院
を
併
設
し
、
三
階
は
歯
科
医
の
自

宅
と
な
る
延
床
面
積
千
八
百
平
方
�

で
、
蔵
書
数
約
五
万
冊
の
図
書
館
の

建
設
を
進
め
て
い
る
。

日
赤
か
ら
の
医
師
派
遣

で
無
医
村
解
消

鹿
児
島
県

三

島

村

硫
黄
島
、
黒
島
、
竹
島
の
三
つ
の

島
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
月
一
回

の
医
師
巡
回
は
あ
っ
た
も
の
の
無
医

村
解
消
が
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
村

は
、
硫
黄
島
に
鹿
児
島
赤
十
字
病
院

か
ら
内
科
医
一
人
が
三
か
月
交
代
で

派
遣
さ
れ
常
駐
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
黒
島
、
竹
島
へ
の
巡
回

体
制
も
整
備
さ
れ
た
。

カ
プ
セ
ル
Ｎ
ｏ
ｗ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ

カカカカカカカカカカカカカカカカ
ププププププププププププププププ
セセセセセセセセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ
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日
本
の
基
本
問
題
に
つ
い
て
、
考
え

て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

言
う
な
ら
ば
、
問
題
と
申
し
ま
す
の

は
、
教
育
の
根
本
を
問
う
て
み
た
ら
、

国
の
秩
序
を
定
め
る
根
本
は
基
本
教
育

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

敗
戦
後
の
日
本
で
は
、
日
本
民
族
が

二
千
年
か
け
て
育
て
て
き
た
民
族
の
美

風
が
、
自
由
の
名
の
下
に
解
消
さ
れ
て

い
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
民
族
古
来

の
思
想
も
努
力
も
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。第

一
に
�
親
孝
行
�
と
い
う
人
間
本

来
の
思
想
も
国
家
主
義
を
連
想
さ
れ

て
、
良
い
も
悪
い
も
な
く
、
全
て
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。日

本
国
民
は
、
民
主
主
義
の
自
由
を

勘
違
い
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

誠
に
残
念
に
存
じ
ま
す
。

自
由
と
は
、
責
任
と
義
務
を
全
う
し

て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
ま

す
。し

か
る
に
、
日
本
国
に
は
真
の
民
主

主
義
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
持
ち
込
ん

だ
事
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
全
て
を

否
定
す
る
考
え
で
今
日
ま
で
古
来
の
美

風
を
破
り
捨
て
る
方
向
で
処
理
し
て
き

た
事
を
非
常
に
残
念
に
存
じ
、
悲
し
み

を
覚
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

せ
き
じ
つ

政
府
の
唱
え
る
教
育
改
革
は
、
昔
日

の
古
来
の
美
風
を
取
り
戻
す
教
育
を
推

奨
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
是
非
、

昔
の
親
子
関
係
を
再
構
築
し
て
ほ
し
い

と
考
え
ま
す
。

生
命
の
根
本
で
あ
る
親
子
関
係
に
す

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
は
必

要
と
存
じ
ま
す
。
高
齢
化
の
進
ん
で
い

る
社
会
状
況
を
見
る
と
き
特
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。

親
を
看
る
時
、
子
供
と
し
て
果
た
す

役
割
分
担
を
全
う
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。何
よ
り
も
血
は
濃
い
と
申
し
ま
す
。

親
が
子
供
を
育
て
る
の
は
尊
く
大
き
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
は
、
私
が

申
す
ま
で
も
な
く
、
皆
、
子
供
の
親
で

あ
り
、
自
身
が
現
実
を
見
て
考
え
て
み

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

親
が
子
供
の
為
に
と
る
様
は
、
驚
く

よ
う
な
実
例
を
数
多
く
残
し
て
お
り
ま

す
。
自
分
の
子
供
に
対
す
る
行
動
は
、

恐
ろ
し
く
予
想
外
の
行
動
で
あ
り
、
自

身
は
食
べ
物
が
無
く
空
腹
で
も
辛
抱
し

て
、
子
供
に
供
し
て
子
供
の
命
を
救
っ

た
例
も
数
多
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
例
が
、
親
の
愛
の
大

き
さ
を
物
語
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
親

に
対
し
て
、
現
在
は
、
親
は
親
、
子
は

子
と
い
う
様
に
分
離
し
て
、
自
分
本
意

の
考
え
方
が
社
会
の
常
識
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
事
を
見
る
時
、
早
く
昔
の
教

え
方
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
が

強
く
な
り
ま
す
。

自
由
の
考
え
違
い
か
ら
、
国
民
の
美

風
を
捨
て
去
っ
て
よ
ろ
し
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
、
そ
う
は
思
い
ま
せ

ん
。
子
と
し
て
の
責
任
分
担
は
全
う
す

る
心
構
え
が
是
非
ほ
し
い
と
考
え
ま

す
。
昔
の
諺
に
「
親
の
恩
は
山
よ
り
も

高
く
海
よ
り
も
深
い
」
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
教
育
改
革
で
基
本
を
確
立

し
て
ほ
し
い
と
存
じ
ま
す
。
民
心
を
一

つ
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
建
国
の
基

本
で
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
何
人
も
異
議

は
な
い
所
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

自
然
摂
理
は
、親
は
親
と
し
て
敬
い
、

責
任
分
担
を
全
う
す
る
所
が
万
物
の
長

と
し
て
地
球
に
住
む
人
間
の
存
在
を
示

す
所
で
あ
り
ま
す
。

中
国
の
孔
子
を
祖
と
す
る
儒
教
を
教

育
の
基
本
に
置
い
た
教
え
が
昔
か
ら
現

代
ま
で
続
い
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

自
然
を
師
と
す
る
心
が
説
か
れ
て
お
る

も
の
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
尊
厳
を
大

切
に
す
る
教
え
と
、
仏
教
の
教
え
と
が

渾
然
一
体
と
な
り
わ
が
国
の
美
風
を
育

て
て
き
て
く
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

儒
教
が
朱
子
学
と
な
り
、
陽
明
学
と

な
っ
て
、
日
本
人
の
骨
と
な
り
肉
と

な
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

有
名
な
句
が
あ
り
ま
す
。「
孝
は
親

を
安
ず
る
に
大
な
る
は
な
し
。
人
体
髪

膚
之
を
父
母
に
受
く
、
あ
え
て
毀
傷
せ

ざ
る
は
孝
の
始
め
な
り
」
と
い
う
よ
う

に
、
親
へ
の
思
い
を
基
軸
に
し
た
教
育

が
、
日
本
民
族
を
奥
深
い
民
族
へ
と
養

成
し
て
く
れ
た
と
存
じ
ま
す
。

命
の
尊
厳
に
対
し
て
、
限
り
な
く
敬

意
を
払
い
、
そ
の
行
い
が
社
会
の
乱
れ

を
防
ぐ
基
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
遇
説
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
許
し
を
願
い
ま
す
。

愛 媛 県
せき ぜん

関 前 村 長

池 田 深

■

親
子
関
係

随 想
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介
護
タ
ク
シ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い
て

ー
厚
生
労
働
省
ー

地
方
税
電
子
申
告
シ
ス

テ
ム
の
早
期
導
入
促
進

農
山
漁
村
の
少
子
化
対
策

ビ
ジ
ョ
ン
ま
と
ま
る

厚
生
労
働
省
は
二
月
十
四
日
、
訪
問
介

護
の
指
定
を
受
け
て
い
る
タ
ク
シ
ー
会
社

（
い
わ
ゆ
る
介
護
タ
ク
シ
ー
）
へ
の
対
応

に
つ
い
て
見
解
を
示
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
介
護
保
険
制
度
が
保

険
料
と
公
費
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
以

上
、
介
護
報
酬
で
費
用
を
賄
う
サ
ー
ビ
ス

の
範
囲
は
適
正
を
期
す
る
こ
と
が
重
要
と

し
た
上
で
、
身
体
介
護
又
は
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
全
般
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
通
院
介
助
等
に
特
化
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
指
定
対
象
外
と
す

る
。
た
だ
し
、
特
化
し
て
い
る
場
合
で
も

市
町
村
の
判
断
に
よ
り
基
準
該
当
サ
ー
ビ

ス
（
保
険
給
付
の
対
象
）
と
す
る
こ
と
を

認
め
る
と
し
て
い
る
。

対
処
方
針
と
し
て
は
、
�
自
宅
か
ら
病

院
等
ま
で
の
移
送
（
運
転
）
中
は
従
来
ど

お
り
介
護
報
酬
の
算
定
対
象
外
と
す
る
、

�
介
護
タ
ク
シ
ー
に
係
る
指
定
に
つ
い

て
、
乗
車
前
及
び
降
車
後
の
介
助
に
特
化

し
て
い
る
場
合
は
運
営
基
準
違
反
と
し
て

改
善
指
導
を
行
い
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い

場
合
は
指
定
の
取
消
等
を
行
う
よ
う
都
道

府
県
を
指
導
す
る
、
�
特
化
に
よ
り
指
定

対
象
外
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
市
町
村
の

判
断
に
よ
り
、
基
準
該
当
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
は

介
護
報
酬
の
範
囲
内
（
三
十
分
未
満
二
、

一
〇
〇
円
、三
十
分
以
上
一
時
間
未
満
四
、

〇
二
〇
円
）
に
お
い
て
、
独
自
に
支
給
額

を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
要
介
護
者
等
に
対
す
る
移
送

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防
・
生

活
支
援
事
業（
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

や
市
町
村
特
別
給
付
（
上
乗
せ
・
横
出
し

サ
ー
ビ
ス
）
で
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
と

し
て
い
る
。

総
務
省
は
、
こ
の
ほ
ど
地
方
税
の
電
子

申
告
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
を
目
指
す
た

め
、（
全
国
町
村
会
、
全
国
知
事
会
、
全

国
市
長
会
等
の
協
力
を
得
て
）
地
方
税
電

子
申
告
等
推
進
協
議
会
を
発
足
す
る
こ
と

と
し
た
。

こ
れ
は
、
政
府
の「
電
子
政
府
の
実
現
」

の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
地
方
公
共
団

体
が
行
う
自
治
事
務
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
進
め
る
「
電
子
自
治
体
の
推
進
」

が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
の
代
表
事
例
と
し
て

地
方
税
の
電
子
申
告
が
位
置
づ
け
ら
れ
た

の
を
受
け
、
総
務
省
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
を
研
究
開

発
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
事
業
推
進
の
中

核
と
し
て
の
も
の
。

電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
�
納
税
者
が
直
接
課
税
団
体
の
窓
口

へ
出
向
か
な
く
て
も
申
告
手
続
き
が
行
え

る
等
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
�
申
告

デ
ー
タ
ー
の
入
力
、
検
算
、
統
計
作
成
等

の
事
務
負
担
の
軽
減
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

伴
う
税
務
行
政
の
効
率
化
�
地
方
税
の
電

子
申
告
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
個
別
団
体
ご

と
に
対
応
す
る
場
合
に
比
し
て
の
コ
ス
ト

削
減
な
ど
と
し
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
平

成
十
三
年
度
に
Ｉ
Ｔ
技
術
面
に
お
け
る
通

信
・
放
送
機
構
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、
同

協
議
会
等
の
検
討
を
経
て
、
シ
ス
テ
ム
開

発
及
び
実
証
実
験
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

平
成
十
四
年
度
に
お
い
て
は
、
申
告
手
続

き
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
総

務
省
か
ら
地
方
公
共
団
体
が
使
用
す
る
モ

デ
ル
シ
ス
テ
ム
を
広
く
地
方
公
共
団
体
に

提
示
し
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
個
々
の
団

体
で
の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
促
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

農
水
省
の「
少
子
化
対
策
推
進
懇
談
会
」

（
座
長
・
八
木
宏
典
東
大
教
授
）
は
こ
の

ほ
ど
「
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
に
お
け

る
少
子
化
対
策
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
題
す

る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

少
子
化
対
策
は
、
内
政
の
最
重
要
課
題

で
、女
性
が
生
涯
に
生
む
子
供
の
数
は
一
・

三
四
人
（
平
成
十
一
年
）
で
あ
り
、
農
林

漁
業
者
の
子
供
の
数
も
、
昭
和
三
十
年
代

に
は
、
五
人
程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
近
年

二
〜
三
人
程
度
ま
で
減
少
し
て
き
た
。

報
告
書
は
、
ま
ず
、
農
林
水
産
業
・
農

山
漁
村
に
お
け
る
少
子
化
の
特
徴
を
分

析
。
�
農
林
水
産
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ

や
す
い
た
め
、
計
画
的
な
休
日
や
労
働
時

間
が
定
め
に
く
く
、
農
繁
期
に
は
子
育
て

の
ゆ
と
り
が
持
て
な
い
。
�
農
山
漁
村
地

域
は
、
都
市
に
比
べ
女
性
や
若
者
の
考
え

が
活
か
さ
れ
に
く
い
面
が
あ
り
、
若
者
の

流
出
が
多
い
。
�
農
林
漁
業
者
の
出
生
率

の
低
下
ま
た
、
農
山
漁
村
は
若
年
層
の
割

合
が
少
な
く
、
三
十
歳
台
後
半
か
ら
四
十

歳
台
の
男
性
の
未
婚
率
が
高
い
等
を
指
摘

し
た
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
少
子
化

対
策
と
し
て
�
子
育
て
の
ゆ
と
り
と
働
く

喜
び
を
持
て
る
農
林
水
産
業
の
実
現
�
柔

軟
で
開
か
れ
た
農
山
漁
村
地
域
社
会
の
構

築
�
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
を
見
直

し
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
�
仕
事
と
出

産
・
育
児
と
の
両
立
の
実
現
�
豊
か
な
子

育
て
環
境
と
し
て
の
農
山
漁
村
の
形
成
�

少
子
化
に
つ
い
て
の
農
林
水
産
業
者
・
関

係
団
体
の
関
心
の
高
揚
の
以
上
六
つ
の
基

本
的
方
向
を
提
言
し
た
。
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赤坂見附方面�

至�
市�
ヶ�
谷�

都道府県会館�

永田町駅�

参議院議員会館�

最高裁判所�

高速道路公団�

高速�4号新
宿線�

青山通り�

永田町�
合同庁舎�

国立�
国会図書館�

至日比
谷�

相互ビル�

砂防会館�

全国町村会館�

全国町村会館西館�
永田町駅�

国会議事堂�

東京湾�

全国町村会館�

国立国会図書館�

土�・�日�・�祝日�ご宿泊�＜�特別料金�＞�

シ�ン�グ�ル�A 6,800円�（通常料金�  8,500円）�

ツ �イ �ン�A 12,800円�（通常料金�16,000円）�

金�曜�の�ご�宿�泊�は�通�常�料�金�の�15％�OFFに�て�ご�利�用�
い�た�だ�け�ま�す�。�

●�東京デ�ィ�ズニ�ー�ラ�ン�ド／�地下鉄�永�田�町駅か�ら�JR舞�浜�駅�ま�で約�34分�

●�浅草／�地下鉄赤坂見附駅�か�ら�浅草駅�ま�で約�27分�

●�東京�タ�ワ�ー�／�地下鉄永田町駅�か�ら�御成門駅�ま�で約�25分�

●�後楽園遊園地／�地下鉄永田町駅�か�ら�後楽園駅�ま�で約�10分�

●�東京都庁展望室／�地下鉄赤坂見附�駅�か�ら�新宿駅�ま�で約�10分�

東京観光地へのア�ク�セ�ス�ガイ�ド�

（�　　　　　　）�

都�心�に�生�ま�れ�た�ゆ�と�り�と�や�す�ら�ぎ�の�空�間�
官�庁�街�に�近�く�、�最�適�な�ロ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�

誇�る� 全国町村会�館�。�

一流�ホ�テ�ル�（�帝�国�ホテ�ルグ�ル�ー�プ�）�

と�の�提携�に�よ�る�上質�な�サ�ー�ビス�と�、�

味�わい�豊�か�な�料理�、�

ゆ�と�り�の�あ�る�客室�で�

皆様�を�お�も�て�な�し�

い�た�し�ま�す�。�

シ�ン�グル�131室� 8,500円�よ�り�
ツ�イ�ン　� 18室� 16,000円�よ�り�

★�8～�16F

客�室は�広�めで�（�シ�ング�ル�18m2）�羽�毛�寝�具�に�
よ�り�心地�よ�い�睡眠�に配�慮�い�た�し�て�お�り�ま�
す�。�す�べ�て�の�客�室�は�快�適�な�7階�以�上�の�
上層階�に配�さ�れ�、�リ�ラ�ッ�ク�ス�し�て�い�た�だ�く�
た�め�の静�か�な�空�間�を�作�り�上�げ�ま�し�た�。�

く�つ�ろ�ぎ�を�最優先�に�こ�だ�わ�っ�た�客室�

シングル�

東京�で�の�週末�・�祝日�のご�利用�に�特別サ�ー�ビ�ス�

（室料）�

交通�の�便利�な�ロ�ケ�ー�シ�ョ�ン�で�、�

多勢�の�人�に�お集�り�い�た�だ�く�

パ�ー�テ�ィ�ー�な�ど�に�最適�です�。�

ま�た�大小�4つ�の�ホ�ー�ル�・�会議室が�あ�り�、�

幅�広�い�用�途�にお�使�い�いた�だけ�ま�す�

特�別�サ�ー�ビ�ス�と�し�て�

地元�よ�り�の�特産品�な�ど�、�
持�ち�込�み�は自由�です�。�
ご�希�望�に�よ�り�調�理�も�いた�し�ま�す�。�

各行事の際�に�、�町村�よ�り�一括�し�て�ご宿泊�
を�お申�し�込�み�い�た�だ�い�た�場合�は�、�すべ�て�
会員の特別料金�を�適用�い�た�し�ま�す�。�

ご宿泊料金�を�
最大�20％�割引�き�い�た�し�ま�す�。�

※�ご宴�会�な�ど�の�お�料理�は�、�ご希�望�と�ご予�算�に�応�じ�、�　�
洋食�・�和食の�いず�れ�も�ご用意い�た�し�ま�す�。�

〒�100-0014  東京�都�千代�田区�永田�町�１�丁目�１�1番�35号�

ご�予�約�・�
お�問�い�合�せ�は�

ホール�

TEL:03(3581)0471 FAX:03(3581)0220

（�2名）�

［�交�通�案�内�］�
有�楽�町�線�・�半�蔵�門�線�・�南�北�線�
「�永�田�町�駅�」�3番出口徒歩�1分�

丸�の�内�線�・�銀�座�線�「�赤�坂�見�附�駅�」�徒�歩�5分�
タクシー　東京駅から約�20分�

在京出身者の集�いな�ど�
町村主催の各種行事�

自治大学校な�どの交友会�

小�・�中学校の東京�での行事参加�

職員旅行�・�家族旅行�

東京観光�の�拠点�に�最適�

（室料）�

［宿�泊利用�助成券�契約市�町村�職員共�済組合�等一覧�］�

 

北海�道市町�村職員�福祉協�会�・�青森県�・�福島�県�・�茨城�県�・�栃木県�・�群馬県�・�埼玉県�・�千葉県�・�東京�都�・�神奈�川県�・�山梨�県�・�新潟県�・�富山県�・�石川�県�・�福井県�・�長野�県�・�岐阜�県�・�静岡県�・�愛知県�・�三重県�・�
滋賀県�・�京都府�・�兵庫県�・�奈良県�・�和歌山県�・�鳥取県市�町村職員互助会�・�島根県�・�島根県市町村職�員年金者連�盟�・�岡山県�・�広島県�・�山口県�・�高知県�・�福岡県�・�長崎県�・�熊本県�・�大分県�・�宮崎県�・�鹿児島県�・�沖縄県�・�地方職員共済組�合�（団体共済�部）�
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